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そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
努

力
が
実
り
、
看
護
師
七
十
四
名

（
専
門
課
程
）、
福
祉
介
護
職
十

八
名（
医
療
福
祉
科
）・
製
造
・

販
売
・
飲
食
・
調
理
・
歯
科

助
手
な
ど
十
名（
普
通
・
教
養

課
程
）、
自
衛
隊
、
警
察
、
役

場
と
い
っ
た
公
務
員
四
名（
普

通
・
教
養
・
特
進
課
程
）の
就

職
内
定
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
五
日（
金
）午
後
二

時
に
、
第
三
十
四
回
介
護
福
祉

士
国
家
試
験
の
結
果
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
校
の
受
験
者
は
十
九
名
。

う
ち
十
八
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

全
員
合
格
を
目
指
し
、
生
徒
保

護
者
お
よ
び
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

残
念
な
こ
と
に
一
名
の
生
徒
が

合
格
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
、
本
校
の
合
格
率
は
、
九

十
四
・
七
％
。
全
国
の
平
均
七

十
二
・
三
％
を
上
回
っ
て
い
る

と
は
い
え
、
悔
や
ま
れ
る
結
果

で
す
。

　

さ
て
、
年
度
は
令
和
四
年
度

に
移
り
、
十
五
名
の
生
徒
が
新

三
年
生
と
し
て
進
級
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
と
と
も
に
不
安
も
続
く

中
、
介
護
福
祉
士
合
格
を
目
指

す
卒
業
年
度
と
な
り
ま
す
。
本

年
度
も
様
々
な
困
難
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
保
護
者
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
受
験
生
全

員
が
合
格
で
き
る
よ
う
に
支
え

て
い
き
ま
す
。

　

第
一
一
一
回
看
護
師
国
家
試

験
の
合
格
発
表
が
三
月
二
十
五

日（
金
）に
あ
り
ま
し
た
。
本
校

で
は
、
七
十
五
名
が
受
験
し
ま

し
た
。
全
国
の
合
格
率
が
九
十

一
・
三
％
の
中
、
本
校
は
九
七
・

三
％
の
合
格
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
合
格
を
目
指
し
て
国
家

試
験
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、

０
限
や
八
限
・
九
限
、
休
暇
期

間
を
利
用
し
た
国
家
試
験
対
策

講
座
へ
の
参
加
や
、
校
内
・
校

外
の
ゼ
ミ
へ
の
積
極
的
参
加
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

看
護
学
科
職
員
全
員
が「
全

員
合
格
」を
合
い
言
葉
に
、
今

年
度
も
四
月
四
日
か
ら
補
習
授

業
を
実
施
し
、
臨
地
実
習
と
並

行
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
生

徒
を
支
え
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
選
択
に
あ
た
り
、

国
家
試
験
等
合
格
率
や
就
職
先

な
ど
が
注
目
す
べ
き
項
目
で
す
。

本
年
は
看
護
学
科
基
礎
課
程
か

ら
七
十
五
名（
本
校
専
門
課
程
）、

普
通
科
普
通
課
程
か
ら
二
十
名
、

教
養
課
程
か
ら
十
六
名
、
特
進

課
程
か
ら
一
名
、
医
療
福
祉
科

一
名（
公
務
員
受
験
・
医
療
系

（
看
護
、
理
学
療
法
、
作
業
療
法
、

医
療
秘
書
、
歯
科
衛
生
な
ど
）・

美
容
・
建
築
・
ト
レ
ー
ナ
ー
な

ど
）の
合
計
一
一
三
名
が
進
学

し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
入
学
以
来
、
一
年

次
か
ら
段
階
的
に
進
路
指
導
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
福
祉
科
と
看
護
学
科
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
臨

地
・
施
設
・
介
護
実
習
）が
実

施
で
き
ず
、
校
内
実
習
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
外
部
講
師

指
導
に
よ
る
マ
ナ
ー
・
面
接
講

座
や
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
も
オ

ン
ラ
イ
ン
を
使
い
な
が
ら
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
が
、
就
職
希

望
者
の
全
員
内
定
に
向
け
て
、

本
校
職
員
総
力
を
あ
げ
て
指
導

い
た
し
ま
し
た
。

●
大
学
・
短
期
大
学

　

令
和
四
年
三
月
現
在
に
お

い
て
、
大
学
・
短
大
合
格

者
数
は
特
進
課
程
一
三
一

名
、
教
養
課
程
一
七
名
、
普

通
課
程
十
一
名
、
合
計
一
五

九
名
と
な
り
ま
す
。
主
な
合

格
大
学
は
、
大
阪
大
学
二

名
、
九
州
大
学
三
名
、
福
岡

教
育
大
学
二
名
，
佐
賀
大
学

二
名
、
熊
本
大
学
二
名
、
宮

崎
大
学
二
名
，
鹿
児
島
大
学

八
名
、
慶
應
義
塾
大
学
一
名
、

早
稲
田
大
学
二
名
、
東
京
理

科
大
一
名
、
同
志
社
大
学
三

名
、
立
命
館
大
学
五
名
，
関

西
大
学
一
名
、
西
南
学
院
大

学
七
名
、
福
岡
大
学
一
九
名

な
ど
で
す
。
課
程
ご
と
の
合

格
大
学
お
よ
び
合
格
者
数
の

詳
細
は
左
の
一
覧
表
を
ご
覧

下
さ
い
。

●
専
修
学
校

　
　
　（
各
種
学
校
を
含
む
）

　

専
修
学
校
を
選
択
す
る
生

徒
は
、
就
職
に
直
結
す
る
資

格
や
技
能
の
習
得
を
目
指
し

努
力
の
成
果

努
力
の
成
果

進
学
状
況

就
職
状
況

介
護
福
祉
士

 

国
家
試
験
概
況

看
護
師
国
家
試
験
概
況

国公立･準大学
合
計

大阪大 2名九州大 3名福岡教育大 2名 熊本大 2名佐賀大 2名
宮崎大 2名鹿児島大 8名など 37名合格

　

日
本
で
コ
ロ
ナ
感
染
を
確

認
し
て
か
ら
約
二
年
が
過
ぎ

た
。
最
初
は
常
に
マ
ス
ク
着

用
の
生
活
だ
っ
た
。
眼
鏡
が

曇
る
ほ
ど
息
苦
し
い
中
で
行

う
授
業
の
後
、「
い
つ
に
な
っ

た
ら
こ
の
状
況
が
変
わ
る
の

だ
ろ
う
」と
、
日
々
感
じ
て

い
た
。
し
か
し
、
今
で
は
マ

ス
ク
を
忘
れ
て
慌
て
る
こ
と

も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
の
授
業
に
も
慣
れ
て
き
た
。（
マ
ス
ク

を
し
て
授
業
を
し
て
い
て
も
、
他
の
ク

ラ
ス
で
授
業
を
受
け
て
い
る
生
徒
か
ら

「
先
生
の
声
聞
こ
え
た
よ
」と
言
わ
れ

る
こ
と
も
…
あ
れ
？
）人
間
慣
れ
れ
ば
，

当
た
り
前
の
よ
う
に
な
る
と
改
め
て
感

じ
る
。
▼
コ
ロ
ナ
禍
は
私
自
身
を
変
え

た
。
私
は
数
年
前
よ
り
茶
道
を
習
っ
て

い
る
。
今
年
は
、「
侘
茶
」を
完
成
さ
せ
、

「
茶
聖
」と
も
言
わ
れ
て
い
る
千
利
休
生

誕
五
〇
〇
年
の
年
だ
。
利
休
の
時
代
よ

り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
が
、

今
ま
さ
に
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

▼
狭
い
茶
室
で
一
同
に
介
し
た
人
々
が

膝
を
突
き
合
わ
す
。
同
じ
時
間
、
同
じ

場
所
、
同
じ
お
茶
を
共
有
す
る
。
お
茶

を
提
供
す
る
亭
主
と
客
、
ま
た
、
客
と

客
と
の
間
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
心

の
繋
が
り
を
求
め
て
き
た
。
単
な
る
型

の
継
承
だ
け
で
な
く
、
歴
史
の
中
で
そ

の
時
代
に
あ
わ
せ
た
方
法
へ
と
変
化
し
、

生
き
た
文
化
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

る
。
一
定
の
距
離
を
保
つ
た
め
に
、
対

面
で
の
着
座
は
出
来
ず
、
一
服
の
お

茶
を
皆
で
回
し
飲
み
し
て
い
た
も
の

も
、
各
服
点
と
な
っ
た
。
▼
茶
道
で
す

ら
、
時
代
と
と
も
に
変
化
を
迫
ら
れ
た

が
、
変
化
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
は
、
人
と
接
す
る
時
間
が
減
り
、

思
う
よ
う
な
外
出
も
で
き
ず
、
新
た
な

発
見
へ
の
楽
し
み
を
見
出
だ
す
こ
と
が

難
し
く
な
っ
た
。
そ
の
分
、
家
で
で
き

る
こ
と
を
見
つ
け
る「
自
活
」の
時
間
が

増
え
た
。
私
は
自
分
自
身
を
見
つ
め
直

す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
▼
技
術
の
進

歩
に
よ
っ
て
、
モ
ノ
や
手
段
は
変
わ
っ

て
も
、
感
情
や
人
間
関
係
の
根
底
は
大

き
く
変
わ
ら
な
い
。「
人
は
一
人
で
は

生
き
て
い
け
な
い
」。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、

強
く
感
じ
る
。
▼
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
会
え
な
い
が
ゆ
え
に
、
遠
く
の
友
人

と
連
絡
を
と
る
こ
と
も
増
え
た
。
大
し

た
内
容
も
な
く
、
た
だ
お
互
い
の
健
康

の
確
認
や
普
段
の
様
子
な
ど
、
以
前
よ

り
も「
密
」に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

▼
お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
と
な
る

「
互
助
」の
精
神
が
大
切
だ
。
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
今
ま
で
以
上
に
人

と
の
心
の
繋
が
り
を
求
め
よ
う
と
す
る

自
分
が
い
た
。
▼
戦
乱
の
世
で
も
茶
室

で
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
利

休
の
思
い
は
、
情
報
化
社
会
の
現
代
人

で
あ
る
私
の
心
の
奥
深
く
に
し
っ
か
り

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
（
坂
元　

佑
佳
）

紫　尾　嶺紫　尾　嶺

令和３年度 大学合格実績

特 進 課 程
大　　　学

富 山 大 学
静 岡 大 学
鳥 取 大 学
愛 媛 大 学
大 阪 大 学
九 州 大 学
福 岡 教 育 大 学
佐 賀 大 学
熊 本 大 学
宮 崎 大 学
鹿 児 島 大 学
琉 球 大 学
福 岡 県 立 大 学
高 崎 経 済 大 学
県 立 広 島 大 学
高 知 県 立 大 学
福 岡 県 立 大 学
長 崎 県 立 大 学
熊 本 県 立 大 学
宮 崎 公 立 大 学
旭 川 大 学
札 幌 大 学
國 學 院 大 学
東 京 理 科 大 学
東 洋 大 学
早 稲 田 大 学
神 奈 川 大 学
関 東 学 院 大 学
金 城 学 院 大 学
中 部 大 学

人 数
1
1
1
1
2
3
2
2
2
2
8
1
1
1
1
1
1
5
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1

教 養 課 程
大　　　学

慶 應 義 塾 大 学
順 天 堂 大 学
創 価 大 学
第 一 薬 科 大 学
日 本 経 済 大 学
福 岡 大 学
福 岡 工 業 大 学
九州看護福祉大学
熊 本 学 園 大 学
平 成 音 楽 大 学
鹿 児 島 国 際 大 学
大　　学　　計

宮崎学園短期大学
鹿児島県立短期大学
短　　大　　計
合　　　計

人 数
1
1
1
1
1
3
1
2
1
1
2
15
1
1
2
17

普 通 課 程
大　　　学

共 栄 大 学
環 太 平 洋 大 学
久 留 米 工 業 大 学
熊本保健福祉大学
平 成 音 楽 大 学
第 一 工 科 大 学
大　　学　　計

尚絅大学短期大学部
鹿児島純心女子短期大学
鹿児島女子短期大学
短　　大　　計
合　　　計

人 数
1
1
1
1
1
3
8
1
1
1
3
11

大　　　学
大 谷 大 学
同 志 社 大 学
立 命 館 大 学
龍 谷 大 学
関 西 大 学
近 畿 大 学
広 島 国 際 大 学
九 州 産 業 大 学
久 留 米 大 学
純 真 学 園 大 学
西 南 学 院 大 学
西 南 女 学 院 大 学
中 村 学 園 大 学
日本赤十字九州国際看護大学
福 岡 大 学
福岡国際医療福祉大学
西 九 州 大 学
長 崎 国 際 大 学
九州ルーテル学院大学
熊 本 学 園 大 学
熊本保健科学大学
崇 城 大 学
東 海 大 学
別 府 大 学
鹿 児 島 国 際 大 学
志 学 館 大 学
大　　学　　計

鹿児島県立女子短期大学
短　　大　　計
合　　　計

人 数
1
3
5
2
1
1
1
2
8
2
7
1
2
2
16
1
1
1
1
5
1
9
1
1
2
3

130
1
1

131

　

四
月
二
十
九
日（
金
）

の「
昭
和
の
日
」は
、
体
育

祭
本
番
だ
っ
た
が
、
あ
い

に
く
の
春
雨
に
見
舞
わ

れ
た
。
玉
入
れ
や
大
縄
跳

び
な
ど
の
決
勝
戦
が
体

育
館
で
行
わ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て

か
ら
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
縮
小
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
熱
中
症
対
策
も
兼
ね
、
Ｇ
Ｗ
前
に

実
施
さ
れ
た
。
感
染
対
策
を
は
じ
め
と
し
て
窮

屈
さ
を
感
じ
る
制
約
が
あ
り
、
準
備
期
間
も
限

ら
れ
て
い
た
が
、
生
徒
の
熱
気
は
い
さ
さ
か
も

萎
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

前
日
二
十
八
日（
木
）に

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
屋
外
競

技
の
決
勝
が
行
わ
れ
た
。
新

し
く
編
成
さ
れ
た
ク
ラ
ス
に

な
っ
て
ま
だ
間
も
な
か
っ
た

が
、
一
致
団
結
し
て
ク
ラ
ス

対
抗
リ
レ
ー
や
輪
回
し
に
挑

ん
で
い
た
。
汗
ば
む
陽

気
の
中
、
生
徒
た
ち
が

懸
命
に
走
り
抜
け
る
度

に
、
砂
埃
が
舞
い
、
初

夏
の
到
来
を
思
わ
せ
る

風
に
流
さ
れ
て
い
た
。

　

来
年
こ
そ
は
、
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
保
護
者
と

教
職
員
の
熱
い
声
援
に

包
ま
れ
た
、
昭
和
の
時

代
か
ら
の
ス
タ
イ
ル
を

貫
く
、
本
校
な
ら
で
は

の
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

春雨の体育大会新トレーニングルーム完成
新しいクラスで競技に挑む

低圧低酸素
環境を実現

玉入れ決勝５秒前玉入れ決勝５秒前

このあと派手に転びましたこのあと派手に転びました

てるてる坊主もてるてる坊主も
応援したよ応援したよ

うちらしか勝たんうちらしか勝たん

悔いなし悔いなし

　本校正門前の市道からグラウンドを見渡すと、北側にスポーツ男子寮が見える。その左横に
「低圧低酸素療法トレーニングルーム Since 2022」が新設された。
　男子駅伝部の玉目隆博監督にＱ＆Ａ方式で話しを聞いてみた。

　玉目監督、ありがとうございました。今後、この高性能のトレーニングルームが、効率的な時短トレーニングに打ち込みたと
思う生徒を支え、部活動の実績向上に貢献して欲しいと思います。

部活動生以外なら、どのような目的を持った人
に使ってもらいたいか
第一に美容効果です！　アンチエイジング効果
もあり、体脂肪率の減少などにも効果がありま

す！貧血症状の改善にも効果がありまよ。
　室内には「エアロバイク」や「トレッドミル」が設置
してあるので、皆さんでも自転車をこぎ、散歩や軽い
ランニングが行えるようになっています。低酸素室と
高酸素室を併用するとで効果は倍増です。私も夏まで
には10kgの減量に取り組もうと思っています（笑）。

Q

A

今回導入した目的はQ
準高地（標高1,000m前後）の環境でトレーニングを行なった後に
自己記録を更新する生徒が多かった

です。昨年、インターハイでケニア人留学
生や日本人トップレベルの高校生と戦う先
輩たちを見て、インターハイや全国高校駅
伝で入賞を目指す生徒も出てきました。標
高2,000m〜3,000mの環境でトレーニ
ングを行い、循環機能やヘモグロビン値の
向上を図り、個人・団体で全国入賞を目指
す生徒の思いを叶えたいです。

A

新トレーニングルームを活用したうえ
で、本年度、男子駅伝部が目指すところは
率直に、全国高校駅伝入賞です。２時間
３分を切って５位入賞といったところが

具体的なところです。
　多くの大学や実業団の陸上部が本校のような
施設を導入し始めています。こういった環境で
長期的なトレーニングを積んで世界で活躍する
ような選手が育ってくれることを期待していま
す。

Q

A

Q 駅伝部監督として、効果を感じたことは

４月からのトラックシーズンで自己記録
を更新する生徒がこれまで以上に多かっ

たです。最大心拍数の向上など数値的な部分も
これまでより向上しており、これまでやってい
た練習が余裕を持って行えるようになりまし
た。さらに高いレベルを見据えてのトレーニン
グが行えています。
　高酸素ルームとの併用で、疲労回復といった
コンディショニングの影響も大きいと思いま
す。

A

ようこそトレーニングルームへようこそトレーニングルームへ

ここに僕らの練習パートナーがいますここに僕らの練習パートナーがいます

トレッドミルですトレッドミルです
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ＰＴＡ標語『道をはずさぬよう「導こう」「守ろう」みんな我が子』『輪になって　心をつなぐ　ＰＴＡ』

入
　
学
　
式

　

四
月
七
日
（
木
）、
十
時
か
ら
令
和

四
年
度
の
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
多
く
の
保
護
者
の
方
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

本
科
生
も
看
護
学
科
専
門
課
程
生
も
、

新
た
な
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
そ
う
と

す
る
気
概
に
満
ち
た
表
情
と
態
度
で
臨

ん
で
い
ま
し
た
。
本
校
で
の
学
び
を
深

め
、
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
抱

い
て
い
る
目
標
を
実
現
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
教
職
員
一
同
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
、
道
上
兼
正
で
す
。

皆
さ
ま
と
一
緒
に
交
流
を
図
り
、
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

子
を
持
つ
親
の
一
人
と
し
て
、
子
供

達
に
は
、
健
康
で
よ
り
よ
い
環
境
の
も

と
、
勉
学
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
欲
し
い
と

願
う
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
新
し

い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
る
日
々
が
続

き
、
未
だ
収
束
し
て
い
ま
せ
ん
。
子
供

達
は
戸
惑
い
、
保
護
者
の
皆
様
も
困
惑

さ
れ
て
い
ま
す
。
校
内
で
の
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
、
日
々
力
を
注
い
で
お
ら

れ
る
学
校
関
係
者
の
皆
様
に
は
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
と
子
供
達
に
対
し
、
私
達
保
護

者
が
出
来
る
こ
と
は
何
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
み
な
ら
ず
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
、
子
供
達
は
、
最
も
多
感

な
年
頃
を
迎
え
、
自
立
に
向
け
、
心
身

共
に
基
礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。「
子
の

心
親
知
ら
ず
」と
は
言
い
ま
す
が
、
子

供
達
な
り
に
考
え
、
悩
ん
で
い
ま
す
。

私
達
は
、
子
供
達
が
安
心
し
て
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
手
助
け
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
間
違
っ
た
方
向
に
進

み
そ
う
な
時
、
本
当
に
誤
っ
た
道
な
の

か
、
親
の
思
い
込
み
に
陥
っ
て
い
な
い

か
、
立
ち
止
ま
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

自
分
自
身
の
歴
史
も
振
り
返
り
、
子
と

共
に
考
え
、
導
い
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　

本
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
に
な

る
で
し
ょ
う
。
活
動
縮
小
、
も
し
く
は
、

中
止
も
あ
り
え
ま
す
。
情
報
交
換
を
図

る
た
め
の
親
睦
の
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
も
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
先

生
方
や
保
護
者
の
皆
様
の
お
知
恵
を
お

借
り
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
活
動
を
充

実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
行
き
不
透
明
な
日
々
が
続
く
中
で

も
、
子
も
、
親
も
、
先
生
方
も
、
誰
一

人
と
し
て
取
り
残
し
ま
せ
ん
。
広
い
視

野
で
目
を
配
る
。
些
細
な
こ
と
で
も
語

り
合
う
。
温
か
い
心
で
支
え
合
う
。「
輪

に
な
っ
て　

心
を
つ
な
ぐ　

Ｐ
Ｔ
Ａ
」

の
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

道 上  兼 正 会長

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
道
上 

兼
正
様
就
任

　

本
科
生
一
九
三
名
、
専
門
課
程
生
七

十
五
名
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
か
ら
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希

望
と
決
断
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
選
択
し

た
人
生
の
一
歩
が
始
ま
り
ま
す
。
今
、

皆
さ
ん
の
胸
中
は
、
高
校
生
活
へ
の
新

た
な
期
待
と
決
意
で
大
き
く
高
鳴
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ「
自

ら
が
選
択
し
た
」と
い
う
責
任
の
も
と

に
、
こ
れ
か
ら
の
日
々
を
大
切
に
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
と
の
す
ば
ら
し
い
出
会
い
に

当
た
り
、
三
つ
の
お
願
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
校
に
は
、「
協
調
」「
規
律
」

「
勤
労
」の
校
訓
が
あ
り
ま
す
。「
協
調
」

は
、
他
人
を
認
め
尊
重
し
和
を
重
ん
じ

る
こ
と
。「
規
律
」と
は
、
自
分
を
見
つ

め
、自
ら
を
律
す
る
こ
と
。そ
し
て
、「
勤

労
」は
粘
り
強
さ
・
我
慢
力
な
ど
を
高

め
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
今
日
か
ら
こ

の
校
訓
の
も
と
、
高
い
志
と
出
水
中
央

生
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
高
校
生
活
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
高
校
で
の
学
習
は
こ
れ
ま
で

の
学
習
に
比
べ
格
段
に
量
が
増
え
、
そ

の
質
も
高
く
な
り
ま
す
。
教
え
ら
れ
る

こ
と
を
待
つ
だ
け
の
受
け
身
の
姿
勢
で

は
な
く
、
自
分
な
り
に
試
行
錯
誤
し
た

り
時
に
は
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
常

に
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
主
体
的
に
学

ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
分
に
な
い

も
の
を
友
人
か
ら
学
び
、
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
将
来
の
生
き
方
を
考
え
る
こ
と

は
、
皆
さ
ん
を
人
と
し
て
成
長
さ
せ
人

生
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
今
国
内
で
は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
な
ど
急
速
な
情
報
化
や
技
術
革
新
な

ど
で
快
適
な
社
会
生
活
が
進
む
一
方
で
、

気
候
変
動
で
生
じ
る
風
水
災
害
や
大
き

な
地
震
な
ど
に
見
舞
わ
れ
た
り
、
日
常

生
活
は
未
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
世
界

に
目
を
向
け
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

や
環
境
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
平

穏
に
暮
ら
し
て
い
た
日
常
が
一
変
し
て

戦
争
状
態
の
中
で
何
の
罪
も
な
い
民
間

人
が
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
国

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
要

因
が
絡
み
合
う
複
雑
な
社
会
の
中
で
、

予
測
が
困
難
で
答
え
の
な
い
時
代
に
生

き
る
皆
さ
ん
で
す
が
、
ぜ
ひ
平
和
で
持

続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
自
分
を
役
立
て
て
い
け
る
か

を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
高
校
生
活
を
歩
み
始
め
る
新

入
生
の
皆
さ
ん
が
、
今
日
の
決
意
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
高
校
三
年
間
も
し
く

は
五
年
間
を
全
う
さ
れ
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
す
。

校 長  木山  博隆

入
学
を
祝
う

強化指定部の紹介吹奏楽部

　出水中央高校吹奏楽部は、部員全員でこころがけて
いる「磨こう！音を、自分を、音楽を！」をモットーに
日々積極的に活動をしております。学校敷地内には吹
奏楽専用練習ホールがあり、とても恵まれた環境の中
での活動はとても充実しています。
　年間の主な活動としては、吹奏楽コンクール、アン
サンブルコンテスト、鹿児島県・熊本県の各地での定
期演奏会や地域からの依頼演奏もあり、それらすべて
の演奏に全力を注ぎ、感動をお届けできるように頑
張っています。
　まだまだコロナウイルスの影響で落ち着かない日々
が続きますが、楽しい音楽･元気の出る音楽が届けられ
るように活動していきたいと思っています。これから
の出水中央高校吹奏楽部をよろしくお願いいたします。

サッカー部

　今年度のサッカー部は18名の１年生が加
わり、２年生17名、３年生23名の58名で活
動しています。人工芝サッカー場の最高の環
境で未だ成し得ていない全国大会出場を果た
す為に、来るべき日に向けて“勝つ準備”を
日々積み重ねていきます。

駅　伝　部
　全国大会入賞を！
　昨年は東京オリン
ピック・女子マラソ
ンで8位入賞を果た
した一山麻緒先輩の
活躍に大きな勇気を
いただきました！
　男子は念願であっ
た全国高駅伝に初め
て出場し、次こそは
全国高校駅伝入賞と
いう大きな目標もで
きました。
　女子も今年は３年生を中心に何がなんでも九州
高校駅伝出場を実現させます！男子には負けませ
ん。
　まずは一人一人が『より良く！より速く！』を貪
欲に追求しながら、個々の競技力向上に取り組ん
でいきたいと考えています。出来ないことができ
るようになる努力を怠らず、大きな目標に挑戦し
ます！

野　球　部

　野球部は，城須智也監督のもと，甲子園出
場と人間力の向上を目標に日々鍛錬していま
す。今年度は，新入部員７名を迎え，部員
37名，マネジャー５名の42名でスタートし
ました。屋内練習場をはじめ，環境の整った
専用球場で思う存分野球に打ち込み，「出水
から甲子園」を合言葉に甲子園初出場を叶え
ます。

①
日
本
体
育
大
学

②
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

③
妻
の
手
料
理

④ 

一
・
二
年
生
の
皆
さ
ん
初
め

ま
し
て
。
三
年
生
専
門
課
程

の
皆
さ
ん
一
年
振
り
で
す
。

縁
あ
っ
て
再
び
勤
め
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
私
学
は
生
徒

一
人
一
人
の
個
性
や
能
力
等

を
伸
ば
し
社
会
で
自
立
さ
せ

る
力
を
身
に
着
け
さ
せ
る
所

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
皆
さ
ん
に
接
す
る
た

め
に
は
、
私
自
身
も
鈍
っ
た

体
と
弱
っ
た
心
を
今
一
度
奮

い
立
た
せ
て
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

①
九
州
大
学
大
学
院

②
Ｔ
Ｖ
鑑
賞
、

　

他
探
し
て
い
ま
す
。

③
カ
レ
ー
、
麺
類
、
お
酒

④ 
周
り
の
教
師
の
皆
さ
ん
に
ご

指
導
頂
き
、
私
自
身
の
教
師

像
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

①
成
蹊
大
学

　

 

経
済
学
部 

経
済
経
営
学
科

②
旅

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
る
こ
と

③
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト

④ 

“
行
間
”を
語
れ
る
教
師
。

こ
れ
が
私
の
目
指
す
教
師
像

で
す
。

　

 　

教
科
書
の
情
報
に
加
え
て

そ
の
背
景
や
私
の
経
験
を
盛

り
込
ん
だ
授
業
を
展
開
す
る

こ
と
が
生
徒
み
な
さ
ん
の
理

解
、
ひ
い
て
は
人
生
に
役
立

つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
常
に
自
ら
の
感
度
を

高
め
る
こ
と
（
情
報
を
逃
さ

な
い
よ
う
ア
ン
テ
ナ
を
張
る

イ
メ
ー
ジ
）
で
深
く
、
広
く
、

お
も
し
ろ
く
知
識
を
捕
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

 　

真
面
目
に
な
り
す
ぎ
ま
し

た
…

　

 　

鹿
児
島
の
こ
と
も
出
水
の

こ
と
も
本
校
の
こ
と
も
知
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。
み

な
さ
ん
気
軽
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
早
稲
田
大
学

②
プ
ロ
野
球
観
戦

　

 

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
を
応
援
し

て
ま
す
！

③
ス
テ
ー
キ

④
明
る
く　

楽
し
く　

面
白
く

①
大
阪
教
育
大
学

　

国
語
国
文
学
科

②
園
芸
、コ
ー
ラ
ス
、小
物
作
り

　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　

（
椋
鳩
十
顕
彰
）

③
杏
仁
豆
腐

④ 

自
分
の
思
い
を
き
ち
ん
と
相

手
に
伝
え
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
持
っ
た
真

っ
直
ぐ
な
人
間
、
世
の
中
の

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
関
心
を

も
ち
、
自
分
な
り
の
考
え
を

持
つ
人
間
、
人
に
対
し
て
も

物
事
に
対
し
て
も
頑
な
で
な

く
し
な
や
か
に
受
け
止
め
ら

れ
る
人
間
像
を
、
国
語
学
習

を
通
じ
て
生
徒
さ
ん
方
と
共

に
学
び
、
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

①
出
水
中
央
高
等
学
校

　

看
護
学
科
専
門
課
程

②
音
楽
を
聴
く
こ
と

　

ラ
イ
ブ
に
行
く
こ
と

③
お
肉

④ 

わ
た
し
た
ち
を
看
護
師
に
し

て
く
れ
た
学
生
時
代
の
先
生

た
ち
の
よ
う
に
学
生
が
看
護

師
に
な
り
社
会
に
出
て
い
け

る
よ
う
学
習
は
も
ち
ろ
ん
日

頃
の
生
活
ま
で
粘
り
強
く
生

徒
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
は

大
好
き
な
の
で
学
校
行
事
の

際
は
み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
員
と
し
て
は
一
年
生
な
の

で
み
ん
な
と
共
に
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
鹿
児
島
大
学
医
学
部

　
　
　
　

付
属
助
産
婦
学
校

②
ド
ラ
イ
ブ
、
旅
行

③
果
物
全
般

④ 

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
と
真
摯

に
向
き
合
い
、
最
終
目
標
で

あ
る
「
看
護
師
国
家
試
験
全

員
合
格
」
を
目
標
に
時
に
は

厳
し
く
、
時
に
は
優
し
く
、

を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
り
ま
す
。

ま
た
学
園
生
活
が
充
実
し
た

も
の
に
な
る
様
手
助
け
が
出

来
た
ら
良
い
な
と
考
え
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

①
（
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
学
）

　

 

心
理
学
を
学
ん
で
い
た
放
送

大
学

②
竹
細
工

③
ス
イ
カ

④ 

「
お
釈
迦
様
の
指
」
の
よ
う

な
教
師

篠原　貞二 先生
（体育科）

田中　智美 先生
（看護科）

畠野　洋子 先生
（国語科）

福迫　利江 先生
（看護学科）

井之脇 靖代 先生
（国語科）

藪　　誠 先生
（社会科）

松本　琢磨 先生
（数学科）

西村 惟里也 先生
（社会科）

①
最
終
学
歴

②
趣
　
　味

③
好
き
な
食
べ
物

④
目
指
す
教
師
像

新
任
紹
介


